
令和７年度 第１回学校評価考察 

能登町立小木小学校 

 
重点目標 評価の観点 評価：達成度判断基準 総合 達成状況（考察と改善方針等） 

１ 学びに向かう力、考え、表

現する力の向上 

○児童の発話を中心とし

た授業実践 

○一人一台端末を活用し

た、個に対応した授業

実践 

○保護者・地域住民・子

ども園、中学校、高等

学校と連携した教育活

動の充実 

○保護者と連携した家庭

学習の充実 

＜成果指標＞ 

・「問われたことに対して、正

しく説明している。」と答え

る児童の肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８８．１％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

〇「問われたことに対して、正しく説明している。」

と答える児童の肯定的評価も、「友達の考えを聞い

て、自分の考えを書き直したり、付け足したりする

ことができた。」と答える児童の肯定的評価も、

88.1％であった。校内研修などを通して、具体的取

組を明確にして、実践してきた成果といえる。 

・児童の肯定的評価に加え、日々の授業で正しく説明

し、ねらいを達成することを積み重ねる必要があ

る。 

〇「児童の発話を中心とした授業を心掛けている」の

職員の肯定的評価は 100％だった。研究授業や相互

参観ウィークを通して、児童の発話を中心とした授

業を意識してきた成果と言える。 

・実際の授業が、教師：児童の発話の割合が 4：6 に

なるように、教師の発話内容や問い返しを吟味しな

がら授業改善していく。 

〇「お子さんは、授業(勉強)の内容がよく分かると感

じている。」と答える保護者の肯定的評価は、87.8％

であった。授業参観や家庭学習の状況から、児童の

学習の様子が、保護者に伝わっているといえる。 

・学校と保護者の連携を大切にし、日頃から児童の学

習の様子を伝えることを継続していく。 

 

 

＜成果指標＞ 

・「友達の考えを聞いて、自分

の考えを書き直したり、付け

足したりすることができ

た。」と答える児童の肯定的

評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８８．１％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜満足度指標＞ 

・「お子さんは、授業(勉強)の内

容がよく分かると感じてい

る。」と答える保護者の肯定

的評価 

保護者アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８７．８％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「児童の発話を中心とした授

業を心掛けている。」と答え

る教職員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０%未満 

＜努力指標＞ 

・「ICT を活用した授業に取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９０％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０%未満 



２ 失敗に挫けず、前に進む力

の向上 

ふるさとを大切に思う気持 

ちの涵養 

○発達支持的生徒指導の

充実 

○自己肯定感を高める教

育の実践 

○海洋教育を中心とした

ふるさと教育の充実 

○いじめ・不登校未然防

止、早期発見、早期解

消のため、関係機関と

の積極的な連携体制の

構築 

 

 
 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「学校は楽しい。」と答える児

童の肯定的評価 

 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８８．１％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

 

 

A 

 

〇「学校は楽しい。」と答える児童の肯定的評価が

88.1％となり、昨年度よりも 11.4％上昇した。学校

経営方針にある「チャレンジ意欲」を向上させる声

掛けや取り組みの成果だと考えられる。 

〇「子どもの不安や悩みを理解し、個に応じた指導に

取り組んでいる。」と答える教職員の肯定的評価は

100％となった。なかよしアンケートの結果から、

子どもの不安や悩みを聞き、個に応じた指導をして

いるからだと考えられる。 

○「学校はいじめ・不登校のない楽しい学級づくりに

努めている。」と答える保護者の肯定的評価は

100％と、昨年度と同じだった。今後も保護者から

の信頼と学校の教育活動への理解を得ていくため

に、こまめに児童・保護者とのコミュニケーション

をとっていく。  

・今後もなかよしアンケートや QU で気になる児童に

ついて、個別に面談を行っていく。 

・児童集会で自己肯定感を高める活動を計画的に行っ

ていく。 

＜成果指標＞ 

・「小木の町や海を大切にしよ

うと思う。」と答える児童の

肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９７．６％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜満足度指標＞ 

・「学校はいじめ・不登校のな

い楽しい学級づくりに努め

ている。」と答える保護者の

肯定的評価 

保護者アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「子どもの不安や悩みを理解

し、個に応じた指導に取り組

んでいる。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

３ 安全・安心な学校 

○学校からの積極的な情

報発信 

○地域と連携した防犯・

防災体制の構築 

○防災教育の充実、生命

にかかわる食物アレル

ギーへの組織的で確 

実な対応 

○健康や運動への関心を

もち、体力が向上する

教育活動の工夫 

○災害後の心のケアの重

視 

○職員の危機管理体制の

構築 

 

＜成果指標＞ 

・「学校は、子どもの事につい

て気軽に相談できる。」と答

える保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

A 

 

  

〇「学校は、子どもの事について気軽に相談できる」

と答える保護者が 100％であった。児童の様子を学

級だより等でお知らせしたり、普段からこまめに連

絡を取り、児童一人一人について担任や職員が丁寧

に対応、説明したりすることを心掛けている成果と

考える。 

・気軽に相談できる学校を意識し、今後も継続して取

り組んでいく。 

・学校だより、学級だより等は具体的な内容でこれか

らもわかりやすく作っていく。 

・ホームページの更新は、情報担当が職員へ啓発し、

頻度をあげていく。 

〇92.9％の児童が、「先生は、話を聞いてくれる」に

肯定的な回答をしている。なかよしアンケート(い

じめアンケート)の月１回の実施やそれに基づく面

＜成果指標＞ 

・「外部機関における専門的な

研修の機会を設け、知識や技

能を習得している。」と答え

る教職員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜成果指標＞ 

・長座体前屈の記録の比較 

６月の体力測定の記録より伸びた児

童が 

Ａ：８０％以上  

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 



 
 

＜満足度指標＞ 

・「先生は、話を聞いてくれる。」

と答える児童の肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９２．９％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

談、普段の関わりの成果と考える。児童同士のトラ

ブル等の対処をする際も双方の話をよく聞き丁寧

な対応を続けていく。 

〇安全なまちづくりについて、震災後、教職員の防災

意識が高まったことにより、社会科や道徳科、学級

活動等で防災教育を行っている。 

 ＜満足度指標＞ 

・「教育方針や子どもの様子が

学校・学級だよりやホームペ

ージ等で分かる。」と答える

保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９７．６％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「安全なまちづくりや洪水の

危険、いざという時の備え

等、防災を関連付けた授業を

取り入れている。」と答える

教職員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

４ プロとしての自分を磨き、

子どもに関わりきる教職員 

○服務規律の遵守 

 ○教職員の資質・授業力

向上 

 

 
 

＜成果指標＞ 

・「職員研修で学んだことを積

極的に校務に生かしてい

る。」と答える教職員の肯定

的評価 

教職員アンケートの肯定的評価 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

A 

○いずれの指標も肯定的評価が 90％を超える高い評

価となった。週に一度、校長からの指示伝達により、

職員の服務規律を守る意識が高まっている。また、

職員室に学級や授業について相談しやすい雰囲気

が日常的にあるため、危機管理や校内外の研修で学

んだことについても、全体で考えて話し合う機会が

ある。 

・児童一人一人について担任や職員が丁寧に見取り、

つまずきをどう解消していくか、引き続き授業力を

向上させていく。 

＜満足度指標＞ 

・「先生は、授業やテストで間

違えたところや、理解してい

ないところについて、分かる

まで教えてくれている」と答

える児童の肯定的評価 

児童アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９２．９％）  

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「服務規律を遵守している。」

と答える教職員の肯定的評

価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 



５ 多忙化改善・業務の効率化 

○働き方改革の意識 

 ○業務の効率化の推進 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「自分の業務に見通しを持ち

〆切や時間を意識して取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

A 

 

○どの項目も肯定的回答が高い結果となった。働き方

改革について研修や職員打合せ等で理解を求めて

きたことにより、見通しをもちながら業務を進める

意識が高まっている。ICT の活用により、連絡・報

告等を素早く行う工夫等も効果的であった。 

・業務の効率化については、まだ工夫の余地がある。

仕事の優先順位をつけ、自身で時間を決めて業務を

行っていくよう、若プロ研修等を通して理解を図っ

ていく。 

・業務が一人に集中しないよう、一人一人の状況を見

て業務を割り振ったり、ベテラン教員が若手教員の

サポートを行ったりしながら、組織全体で教育活動

を進めていく体制をさらに整えていく。 

＜満足度指標＞ 

・「業務改善を意識し、業務の

効率化を図るための工夫を

している。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０点以上 （８１．８％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「効率的に業務を行うために、

身辺（机まわり）を整理整頓

し共有物の扱いにも気を配

っている。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８１．８％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 


